































































が「大衆及びアカデミズムのロード・ムーヴィ受容の重大な転機となった」（Cohan and Hark 
10）と形容される『テルマとルイーズ』という映画テクストを読み解いていくことにする。なお，
この映画のタイトルには二人のプロタゴニストの名前が充てられているが――『俺たちに明日
















い女性客に，「あなたたちはタバコを吸うにはちょっと若いかもね（You girls are kind of young 
to be smoking, don’t you think?）。そんなものを吸うと性欲が駄目になるわよ（It ruins your sex 
drive.）」と言って喫煙をやんわりとたしなめる様からは，世慣れた姉御肌の女性という雰囲気







































一度も出たことがない（I’ve never been out of town without Darryl.）」と語るテルマにとっては，
まさに初めての「冒険」である。彼女はルイーズに次のように愚痴る。
たとえ頼んでも，彼は行かせてはくれないわよ（He’d never let me go.）。彼は楽しいこと
は，ただのひとつも私にはさせてくれない（He never lets me do one goddamn thing that’s any 
fun.）。彼が私に望むのは，自分が何やら私の知らないことを外でやってる間ずっと，何
もしないで家にいることだけなのよ（All he wants me to do is hang round the house the whole 




















空間と捉える男性の現実逃避的夢想を促す」ものなのだ（Cohan and Hark 3）。言わば男たちは，
恋愛やセックスや結婚で自分たちを拘束し，自由を奪い骨抜きにしようとする女性から逃れて，
街道に出て未知の荒野やフロンティアを目指すのである。これはレズリー・フィドラーがアメ

























立ち現れてくるのが，1970年代及び1980年代である（Lehman 103; Clover 76）。低予算のＢ級


















かわらず，「おれたちは楽しんでただけだぜ（We were just having a little fun, that’s all.）」とうそ
ぶくハーランに対して，ルイーズは銃を突きつけながらそのような弁解を，「楽しむというこ
とに関する全くのイカれた勘違い（a real fucked-up idea of fun）」と決めつける。そして次のよ
うに言う。「今後は肝に銘じておくことね。女がそんなふうに泣いていたら，少しも楽しんで
なんかいないということを！（In the future, when a woman is crying like that, she isn’t having any 
fun!）」。つまりルイーズはここで，男たちの得手勝手な性幻想――それによって彼らは性暴力
すら正当化してしまう――を告発しているのだ。ところがハーランは，恥じ入るどころか，「さっ
さとやっちまえばよかったぜ（I should’ve gone ahead and fucked her.）」という居直りの暴言を
吐き，信じられないという表情を浮かべてその言葉を聞き返すルイーズに対して，「おれの一




































わね。その場合テキサスは，そこでは捕まりたくないと思うような場所なのよ（You shoot off 





















































































































せ，「あたしたちのちょっと前の忌々しい犯行現場から距離を置く（put some distance between 
us and the scene of our last goddamn crime）」につれて，彼女も気分が高揚していく。以下の二人
のやりとりは，まさに「アウトロー宣言」の趣きがあるものだ。
テルマ：まるで生まれてからずっとああいうこと［強盗］をやってたみたいな気分よ（It 
was like I’d been doing it all my life.）。
ルイーズ：自分の天職を見つけたってこと？（Think you found your calling?）
テルマ：たぶんね。野生の呼び声よ！（The call of the wild!）
ルイーズ：あんた頭がイカれてるわ！（You are disturbed!）
テルマ：もちろんイカれてるわよ（I believe I am.）。　（強調は引用者）


















気分になったことはないわ（I don’t remember ever feeling this awake.）。どういう
ことか分かる？全てが違って見えるの（Everything looks different.）。あんたもそ
んなふうに，何か楽しいことが待っているような気分にならない？ (You feel like 





姉さん（We’ll be drinking 
margaritas, mamacita.）。
テルマ：ねえ，私たち，名前を変えてもいいわね（Hey, we could change our names.）
ルイーズ：大
ハシエンダ















































































Thelma & Louise. Dir. Ridley Scott. With Susan Sarandon and Geena Davis. MGM, 1991.
[『テルマとルイーズ』の DVDは 20世紀フォックスホームエンターテイメント（2001）を使用 ]
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